
平成２８年度 自己評価計画書  
                                    石川県立錦城特別支援学校     (№１） 

重点目標 具体的取組 主担当 現 状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 
（１） 
児童生徒の主体
性を引き出すた
めの授業改善と
専門性の向上を
図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  
 
 
 

児童生徒の主体性を引
き出すための、授業改善
や学習環境の整備、教材
教具の工夫を行う。 

 
研究推進課 

研究授業等において授業改善
に取り組んでいるが、学習環境
や教材教具をさらに工夫し、児
童生徒の主体的な活動を引き出
す必要がある。 

【努力目標】 
児童生徒が主体的に学

ぶための学習環境の整備
や、教材教具等の準備を
する。 

児童生徒の主体性を引き出す学
習環境や教材教具(ICTを除く)を何
点準備できたか 
Ａ：5点以上 
Ｂ：3点以上 
Ｃ：1～2点 
Ｄ：0点 
 

 
Ｃ、Ｄの場合は改
善策を検討する。 

 
9月と2月
に教員に
アンケー
トを実施
する 

② 
 
 
 
 

専門性の向上を図り、
児童生徒の特性や能力に
応じた授業を展開する。 

 
教務課 

大学教授等を招き、専門性の
向上を図っているが、授業のね
らいを明確にし、保護者等にそ
れを説明できることが必要とな
る。 

【満足度指標】 
保護者や関係機関の方

々が、本校の授業内容に
満足している。 

授業参観等で授業内容に満足し
ている保護者や関係機関の割合 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上 
Ｃ：60％以上 
Ｄ：60％未満 
 

 
Ｃ、Ｄの場合は改
善策を検討する。 

 
授業参観
日にアン
ケートを
実施する 

③ 
 
 
 
 

 ICT機器を活用し、児童
生徒が主体的に取り組む
授業を実践する。 

 
情報支援課 
チームICT 

 ICT機器を授業等で使用する
教員は増えてきたが、まだ十分
とは言えない。ICT機器を効果的
に活用した授業の推進が必要で
ある。 

【努力目標】 
ICT機器を活用し、児童

生徒が主体的に学べる授
業を行う。 

児童生徒が主体的に学ぶために、
ICT機器を活用した授業の回数 
Ａ：10回以上  
Ｂ：6回以上 
Ｃ：3回以上 
Ｄ：3回未満 
 

 
Ｃ、Ｄの場合は改
善策を検討する。 
 
 

 
9月と2月
に教員に
アンケー
トを実施
する 

（２） 
系統的にキャリ
ア教育を推進し、
進路支援の充実
を図る。 
 
 
 
 
 
 

① ① 
 
 

錦城版キャリア教育プ
ログラムを個別の教育支
援計画等に活かし、実践
する。 

 
進路支援課 
各担任 

キャリア教育の推進に向けて
錦城版キャリア教育プログラム
を教育支援計画等に関連づけて
保護者にわかりやすく説明し、
連携して効果的に活用する必要
がある。 

【努力指標】 
 錦城版キャリア教育
プログラムを個別の教育
支援計画等に活かし、保
護者にもわかりやすく説
明する。 
 

 錦城版キャリア教育プログラム
を教育支援計画等に活かし、保護者
にも十分な説明ができたか 
Ａ：十分な説明ができた  
Ｂ：説明ができた 
Ｃ：十分な説明ができなかった 
 
 

【達成基準】 
Ａ＋Ｂが70%以上 
 
70%未満は改善策
を検討する。 

 
5月､9月､
2月に保
護者及び
教員アン
ケートを
実施する 

②  
 
 

教員自らが見本を示す
ことで、様々な場面であ
いさつができる児童生徒
を育てる。 

 
進路支援課 
指導課 

社会参加をめざす児童生徒に
とってはあいさつは基本的なこ
とであり、よりよいあいさつの
仕方の定着を図る必要がある。 

【成果指標】 
 個に応じた方法であい
さつの仕方に向上が見ら
れる。 

 あいさつの仕方に向上が見られ
た児童生徒の割合 
Ａ：90％以上 
Ｂ：80％以上 
Ｃ：70％以上 
Ｄ：70％未満 
 

 
Ｃ、Ｄの場合は改
善策を検討する。 

 
9月と2月
にチェッ
クシート
で確認す
る 

③  
 
 
 
 

保護者が希望する進路
情報を提供する。 

 
進路支援課 
 

児童生徒の生活年齢に応じた
進路情報を保護者に的確に提供
する必要がある。 

【満足度指標】 
 各部の保護者が知りた
い進路情報を提供できて
いる。 

 学校からの進路情報はわかりや
すく参考になったかどうか 
Ａ：十分参考になった 
Ｂ：やや参考になった 
Ｃ：あまり参考にならなかった 
Ｄ：参考にならなかった 
 

【達成基準】 
Ａ＋Ｂが70％以
上 
 
70%未満は改善策
を検討 

 
9月と2月
に保護者
アンケー
トを実施
する 

 
 



平成２８年度 自己評価計画書  
                                    石川県立錦城特別支援学校     (№２） 

重点目標 具体的取組 主担当 現 状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 
（３） 
児童生徒の健康
の維持、体力の増
進に努める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  
 
 
 

体づくりや体育の授業
を通して、児童生徒の体
力向上に努める。 
また、重度重複児童生

徒の健康維持増進、身体
機能の維持に努める。 

 
保健課 
小学部 
(知的) 

昨年度の取り組みにより全て
の児童に体力及び身体機能の向
上が見られたが、健康や身体機能
の維持増進は、本校児童生徒にと
って重要な課題であり、継続して
取り組む必要がある。 

【成果指標】 
児童に体力の向上が見

られる。 

体力の向上が見られたとする児
童の割合 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上 
Ｃ：60％以上 
Ｄ：60％未満 

 
Ｃ、Ｄの場合は改
善策を検討する。 

 
9月と2月
に取組み
シートで
判断する 

 
保健課 
中学部 
(知的) 

昨年度の取り組みにより80％
の生徒に持久力の向上が見られ
た。体力の向上は生徒にとって重
要な課題であり、継続して取り組
む必要がある。 

【成果指標】 
生徒に体力の向上が見

られる。 

体力の向上が見られたとする生
徒の割合 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上 
Ｃ：60％以上 
Ｄ：60％未満 

 
Ｃ、Ｄの場合は改
善策を検討する。 

 
9月と2月
に取組み
シートで
判断する 

 
保健課 
高等部 
(知的) 

昨年度の取り組みによりＡ類
型で約60％、Ｂ類型で約40％の生
徒に体力の向上が見られた。就労
も控えており、支援方法の改善を
図りながら体力の向上に継続し
て取り組む必要がある。 

【成果指標】 
生徒に体力の向上が見

られる。 

体力の向上が見られたとする生
徒の割合 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上 
Ｃ：60％以上 
Ｄ：60％未満 

 
Ｃ、Ｄの場合は改
善策を検討する。 

 
9月と2月
に取組み
シートで
判断する 

 
保健課 
全学部 
(肢体) 

昨年度の取り組みでは重度重
複児童生徒にとって体力の向上
を図ることが難しいケースも見
られた。ただ、健康の維持増進は
重要な課題であり、継続して取り
組む必要がある。 

【努力指標】 
 児童生徒の健康の維持
増進に向けて、新たな取
り組みを入れる。 

児童生徒の健康の維持増進に向
けて新たに取り組んだ件数の平均 
Ａ：3件以上 
Ｂ：2件以上 
Ｃ：1件以上 
Ｄ：1件未満 

 
Ｃ、Ｄの場合は改
善策を検討する。 

 
9月と2月
に取組み
シートで
判断する 

（４） 
地域との交流を
促進し、情報を発
信することによ
り、社会への理解
啓発を図る。 
 
 
 
 
 
 
 

①  
 
 
 
 

公共施設の清掃や作業
製品の販売を通して本校
の取り組みを地域に発信
する。 

 
高等部 

 これまでも生徒の技能の向上
のため、地域での清掃・販売活動
を行ってきた。継続的に取り組ん
で、児童生徒に対する地域の理解
啓発を促進する必要がある。 

【努力指標】 
 本校の教育活動の理解
啓発のため、清掃・販売
活動を通して地域の方々
と接する場を増やす。 

地域活動及び地域の方と接する
活動の年間回数 
Ａ：20回以上 
Ｂ：18回以上 
Ｃ：15回以上 
Ｄ：15回未満 

 
Ｃ、Ｄの場合は改
善策を検討する。 
 

 
2月まで
の回数を
数える 

②  
 
 
 
 

錦城RUN舞のよさこい
披露を通して地域との交
流や理解啓発を図る。 

 
総務課 
よさこい委
員会 

 錦城RUN舞を編成して14年間、
地域の祭事や福祉作業所でよさ
こいを披露し、理解を深めてきた
が、ここ数年参加人数が減ってき
ている。 

【成果指標】 
地域の行事に本校の児

童生徒が積極的に参加し
地域の理解を得る。 

地域行事でよさこい披露に参加
した児童生徒と教員数の合計平均 
Ａ：35人以上 
Ｂ：30人以上 
Ｃ：25人以上 
Ｄ：25人未満 

 
Ｃ、Ｄの場合は改
善策を検討する。 
 

 
2月まで
の各回ご
との参加
人数を数
える 

③ ホームページで児童生
徒の活動の様子を発信す
ることにより特別支援教
育の理解啓発を図る。 

 
情報支援課
各学部 

 ホームページの更新は適宜行
っているが、各部で更新頻度に差
があったり、更新が遅れたりする
ことがある。児童生徒の活動を速
やかに発信し、本校教育への理解
啓発をより一層図る必要がある。 

【努力指標】 
 こまめにホームページ
を更新し、児童生徒の活
動の様子を保護者や地域
に発信する。 

各学部が一年間に行ったホーム
ページの更新の回数 
Ａ：40回以上 
Ｂ：30回以上 
Ｃ：20回以上 
Ｄ：20回未満 

 
Ｃ、Ｄの場合は改
善策を検討する。 

 
2月まで
の各部の
更新回数
を数える 

 


